
(果樹＝常緑果樹一品種） (園芸一果樹一常緑果樹）

課題名

試験研

究年 次

Ｉ目的

８５常緑果樹の品種選抜

分類 ②

１）カンキツ新品種‘早香’の特性

60～7年（継続）

農林水産省で育成されたカンキツの第５回配布系統について、県内における適応性を

検討し、優良系統を選抜する。

Ⅱ試 験 方 法

１来歴昭和47年に農林水産省果樹試験場口之津支掲において、‘今村温州
’

に‘中野3号’ホツカンを交配して育成され、昭和59年に口之津9号

の系統名で適応性検定試験に供され、昭和63年みかん農林6号‘早

香
〃

として登録された。

２試験場所園芸研究所果樹ほ場

３地形、土壌条件標高150m、綴傾斜地、花こう岩、砂裂土

４植栽年次昭和60年４月、カラタチ台１年生苗を植栽

５土製管理草生、樹冠下しきわら

６施肥量平成元年度（5年生） 、 窒素22.5、りん酸16.0、カリ18.0kg/10ａ

Ⅲ主要成果の概要

(品種の特性）

１樹性：樹の開張性は中程度で樹勢はやや強い。枝葉はやや密生し、刺も生じる。葉

はホツカンより大きく、今村温州より小さい。

２結実：樹令3～4年生で結実を始め、収量は樹齢と共に増加する。

３果実：果実は1509程度で､果形指数135～140の偏球形である。果皮の色は橿色でホ・ン

ｶﾝと同程度である。１１月中下旬に着色始め、１２月下旬にはほぼ完全着色とな

るが、緑色が残り易い。果皮は薄く、剥皮は容易であるが、浮き皮となりや

すい。果肉は柔らかく、果汁は多いが、じようのう膜はやや厚い。

糖度は12度以上で高く、クエン酸は12月下旬には１%以下となる。果実は弱いﾎﾞン

ｶﾝ臭があり、食味が優れている。しかし、含核数は比較的多い。

４耐病性：かいよう病には比較的強い。

(栽培上の留意点）

１
６

早香
，

は、年内に収穫出荷できる早生のホツカンタイプのカンキツとして県内の力

ンキツ産地に適応できるが、高品質果実の生産のためには温暖な地域が望ましい。

２
イ

早番
，

は花粉の多い品種との混植を避け、できるだけ少核果を目指す。

－１９４－



Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表樹齢に伴う樹の大きさと収量

62年６３年１年

樹令(年）３４５

幹周(c､）７．８１１．０１３．８

__樹容積〈１，§)_____q：5-____狐__さ_２L9-----

収果数(個）４１２６１

~量重量(kg）０．５１．８９．０

第２表果実品質の年次変化

年着色果果肉糖可溶性クエン甘味含核

％８８、８

62年５．７１３６７４．３１１．２１２．４８０．８９１４．０１３．４

6３４．８１６５７５．４１２．４１３．３４０．８２１６．３２２．８

1３．６１４９７７．３１２．２１３．６６０．８７１５．７２２．０

__聖坦_．…_４.必…｣皿…75』Ｚ___ｕ当9L___峰１６…..O:86----15:3-_‐ ４

注）果実分析日は毎年12月20日前後、太田ﾎ゚ ﾝｶﾝは63年12月26日分析

第３表貯蔵中の果実品質変化（１年）

分析着色果果肉糖可溶性クエン甘味

－ 日 一 程 度 一 重 一 堂金一度一固脳Ｚ－酸一Ｌ
％ｇ ｇｇ

1２．１９３．６１４９７７．３１２．２１３．６６０．８７１５．７

1．１９９．４１４９７３．１１３．０１４．３１０．６９２０．７

注）１２月19日採収後20℃で1週間予措して5℃で貯蔵

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１
‘

早番
，

は12月に成熟するﾎﾟﾝｶﾝﾀｲプの早生カンキツで、県内カンキツ産地に適応

できる品種の一つとして位置付けられる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１樹令にともなう樹並びに果実特性の変化

２果皮の着色促進技術、採収後の追熟法

Ⅶ資料名

１６２～元年度常緑果樹系統適応性・特性検定試験成績書

２６２～元年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成績書

－１９５－


